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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
受信器であって、
前記受信機が、
受信器アナログ信号をディジタル信号データ・ストリームに変換するＡ／Ｄ変換器であっ
て、前記ディジタル信号データ・ストリームがガード・セグメントによって分離されたシ
ンボルを含む、Ａ／Ｄ変換器と、
Ｉ成分およびＱ成分の第１セットを作るＩ／Ｑデモジュレータと、
少なくとも前記受信器の初期化フェーズ中に、Ｉ成分およびＱ成分の前記第１セットを使
用して、搬送波信号のオフセットを推定し、前記Ａ／Ｄ変換器を調整するための信号を提
供する第１搬送波信号オフセット・エスティメータと、エクストラクタ用のシンボル同期
化信号を生成する第１シンボル同期化信号ジェネレータと、
Ｉ成分およびＱ成分の前記第１セットを使用するガード・セグメント長デテクタと、
前記ディジタル信号データ・ストリームから前記検出された長さの前記ガード・セグメン
トを識別し、除去するエクストラクタと、
複素Ｉ成分および複素Ｑ成分の第２セットを作るために、前記ディジタル信号データ・ス
トリームの前記シンボルを復調するＦＦＴデモジュレータと
を含む、受信器。
【請求項２】
前記ＦＦＴデモジュレータが、複素Ｉ成分および複素Ｑ成分の前記第２セットを作るため
に、一時に２つのシンボルを復調する、請求項１に記載の受信器。
【請求項３】
前記ＦＦＴデモジュレータが、２Ｋ要求モードに関する４Ｋモードおよび８Ｋ要求モード
に関する１６Ｋモードのうちの１つで動作する、請求項２に記載の受信器。
【請求項４】
Ｉ／Ｑデモジュレータ、前記ガード・セグメント長デテクタ、前記第１搬送波信号オフセ
ット・エスティメータ、および前記第１シンボル同期化信号ジェネレータが、前記受信器
の前記初期化フェーズ中だけに動作する、請求項１に記載の受信器。
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【請求項５】
少なくとも前記受信器の前記初期化フェーズ後に、前記ＦＦＴデモジュレータからのＩ成
分およびＱ成分の前記第２セットを使用して、搬送波信号のオフセットを推定し、前記Ａ
／Ｄ変換器を調整するための信号を提供する第２搬送波信号オフセット・エスティメータ
と、前記エクストラクタ用のシンボル同期化信号を生成する第２シンボル同期化信号ジェ
ネレータとを含む、請求項１に記載の受信器。
【請求項６】
前記Ｉ／Ｑデモジュレータ、前記ガード・セグメント長デテクタ、前記エクストラクタ、
および前記ＦＦＴデモジュレータとして動作するようにプログラムされたプロセッサを含
む、請求項１に記載の受信器。
【請求項７】
前記ＦＦＴデモジュレータが、直交周波数分割多重デモジュレータである、請求項１に記
載の受信器。
【請求項８】
前記受信器が、デジタルビデオ放送受信器である、請求項１に記載の受信器。
【請求項９】
前記受信器が、めいめいの受信器フロント・エンドおよびＡ／Ｄ変換器にそれぞれ接続さ
れた少なくとも２つのアンテナを含む、請求項１に記載の受信器。
【請求項１０】
前記少なくとも２つのアンテナが、直交して位置決めされ、前記受信器フロント・エンド
が、位相シフタを含む、請求項１０に記載の受信器。
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